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第一回神戸経済復興対策特別委員会(=3月2日新神戸オリエンタ ルホテルで）

神
戸
経
済
の
円
滑
な
復
興
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
去
る
ニ

月
六
日
に
新
設
さ
れ
た
「
神
戸

経
済
復
興
対
策
特
別
委
員
会

（
委
員
長

・
米
田
副
会
頭
）
の

第

一
回
会
合
が
、

三
月
二
日
新

神
戸
ォ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
各
部
会
長
よ
り
、

業
界
ご
と
の
被
害
状
況
の
実
態

や
行
政
に
対
す

る
要
望
が
次
々

と
報
告
さ
れ
、

改
め
て
今
回
の

大
震
災
に
よ
る

被
害
の
甚
大
さ

が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
同
委
員
会

で
は
こ
う
し
た

声
を
踏
ま
え
、

急
拠
第
三
次
の

「
阪
神
大
震
災

に
伴
う
経
済
復

興
に
関
す
る
要

望
」
を
取
り
ま

と
め
、
至
急
関

係
先
へ
要
望
活

動
を
行
う
こ
と

S
第

一
回
神
戸
経
済
復
興
対
策
特
別
委
員
会

S

本
所
及
ひ
兵
庫
県
、
神
戸
市

に
よ
る
商
店
街
・
小
売
市
場
の

復
興
支
援
チ
ー
ム
が
行
動
を
開

始
し
た
。

本
所
や
市
は
、
震
災
直
後
か

ら
現
地
に
飛
ひ
、
披
災
状
況
や

営
業
再
開
見
込
み
の
把
握
に
努

め
た
が
、
市
内
の
商
店
街
・
小

売
市
場
の
披
害
は
大
き
く
、
商

店
街
の
約
三
分
の

一
、
小
売
市

場
の
約
半
分
が
倒
損
壊
・
焼
損

し
た
。
既
に
営
業
を
再
開
し
た

団
体
も
相
当
あ
る
が
、
店
舗
前

で
の
露
店
営
業
も
多
く
、
震
災

ジ
ョ
ッ
ク
は
依
然
深
刻
だ
。

深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
団
体

第
三
次
緊
急
要
望
を
決
議

を
決
議
し
た
。

一
方
、
中
長
期
的
な
神
戸
経

済
の
復
興
再
生
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
た
め
、
同
委
員
会
の
下
に

「
神
戸
経
済
復
興
対
策
専
門
委

員
会
」
（
座
長

・
小
森
姫
路
短

大
学
長
）
を
設
け
、
兵
庫
県
や

す
る
た
め
、
所
内
各
部
の
機
能
報
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
よ
り

容内

を
フ
ル
活
用
し
た
「
産
業
復
興
幅
広
く
か
つ
効
率
的
に
各
種
の

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
一
――
月

七

日

相

談

や

問

い

合

わ

せ

に

対

応

す

業

に

設

置

し

た

。

る

も

の

。

ま

た

商

店

街

や

地

場

事の

こ
れ
ま
で
本
所
で
は
各
支
部
産
業
な
ど
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
―

ン

で
緊
急
相
談
窓
口
を
設
け
被
災
テ
ィ
ン
グ
事
業
も
高
度
な
内
容

夕

事
業
者
に
対
応
し
て
き
た
が
、

に
対
処
で
き
る
よ
う
専
門
相
談

セ援支

企
業
の
復
旧
活
動
が
次
第
に
本
員
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
実

格
化
す
る
に
従
い
、
相
談
内
容
施
す
る
。

興復業

も
多
様
化
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
当
面
下
表
の
事
業
を
行
う
こ

に
強
力
な
支
援
体
制
が
必
要
に
と
と
し
、
本
部
に
専
任
職
員
を

産

な

っ

て

い

る

。

配

置

し

て

運

営

に

当

た

る

が

、

走
る
復
興
支
援
チ
ー
ム

商
店
街
・
小
売
市
場
の
復
興
に
向
け
て

① 復IEI・復典に関する経営相談、問い合

わせへの対応
（金融 ・ 税務 ・ 法律 • 取引 ・ 雇用 ・ 建物
復旧・事務所斡旋など）

② 国、県、市の復旧 ・復典施策計画に関

する情報収集、提供

（国・県・市の施策、再開発計画など）

神
戸
市
が
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
復
興
計
画
に
経
済
界
と
し

て
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
べ
く

三
月
中
に
は
基
本
方
針
を
、
六

月
に
は
最
終
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ

取
り
ま
と
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ

こ。t
 

で
は
再
開
へ
の
取
り
組
み
を
し

ょ
う
に
も
会
合
す
ら
開
け
な
い

状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
再
開

意
欲
は
あ
る
が
、
具
体
的
行
動

に
着
手
で
き
な
い
団
体
の
早
期

営
業
再
開
を
促
す
こ
と
を
目
的

に
、
今
回
の
支
援
チ
ー
ム
が
編

成
さ
れ
た
。

．

二
月
二
十
七
日
か
ら
行
動
を

開
始
し
た
同
チ
ー
ム
は
、
本
所

の
若
手
職
員
と
兵
庫
県
（
商
業

観
光
課
・
中
小
企
業
総
合
指
導

所
）
、
神
戸
市
（
商
業
貿
易
課
・

中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
は
中
小
企
業
事
業
団
も

③ 尚店街、市場、地場産業の復旧 ・復興

へのコンサルティング協力

（専門相談員などの協力を得て計画立案

に協力するなど）

④ 復1日・復興に関する経営情報冊子の作

成配布

⑤ その他復旧 ・復興に関する相談、情報

提供事業
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神
戸
商
工
会
議
所
で
は
、

一

月
三
十
日
か
ら
二
月
十
六
日
に

か
け
て
、
電
話
で
阪
神
大
震
災

に
よ
る
会
員
の
被
災
状
況
を
調

査
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
会
員
の
安
否

確
認
•

お
見
舞
い
と
と
も
に
、

緊
急
融
資
の
受
け
付
け
な
ど
会

神
戸
市
は
、
こ
の
ほ
ど
阪
神

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
商
店

街

・
小
売
市
場
の
固
業
団
体
に

対
し
、
共
同
仮
設
店
舗
の
設
匿

費
用
を
補
助
す
る
制
度
を
新
設
一

し
た
。

補
助
対
象

自
ら
の
店
舗
が
全

半
壊
ま
た
は
全
半
焼
し
、
営

業
不
能
に
陥
っ
て
い
る
構
成

員
を
五
人
以
上
有
す
る
商
店

街
・
小
売
市
場
の
固
業
団
体
。

加
わ
る
。

震
災
の
影
響
が
強
い
東
灘

・

灘
・
中
央
・
兵
庫
・
長
田
・
須

磨
の
六
区
を
中
心
に
全
市
域
に

派
遣
す
る
。
相
談
内
容
は
、
①

瓦
礫
の
撤
去
、
②
共
同
仮
設
店

舗
の
建
設
、
③
共
同
施
設
の
補

修
、
④
復
興
計
画
の
策
定
な
ど

て
各
種
の
助
成

・
支
援
制
度
を

活
用
し
一
日
も
早
く
立
ち
直
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

で
き
る
だ
け
幅
広
い
相
談
に

応
じ
る
た
め
、
専
門
家
の
派
遣

や
、
本
所
な
ど
の
金
融
指
導
な

ど
に
も
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

相
談
・
支
援
を
希
望
す
る
商

業
団
体
は
左
記
ま
で
。

【
連
絡
先
】
神
戸
商
工
会
議
所

中
小
企
業
振
興
部

6
3
0
3
.
5
8
1
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共
同
仮
設
店
舗

設
置
補
助
制
度
創
設

議
所
が
実
施
し
て
い
る
震
災
対

策
事
業
の
お
知
ら
せ
を
か
ね
て

実
施
し
た
も
の
で
、
対
象
は
北

区
と
西
区
を
除
く
神
戸
市
内
の

一
万
一
千
六
百
三
十
七
会
員
。

結
果
、
電
話
が
つ
な
が
っ
た

の
は
約
―
-＿
分
の
二
の
七
千
九
百

六
十
五
会
員
。
こ
の
う
ち
十
一

補
助
対
象
施
設

商
業
団
体
が

設
置
し
、
被
災
溝
成
貝
五
人

以
上
が
共
同
で
使
用
す
る
仮

設
店
舗
で
、
使
用
用
地
は
補

助
対
象
団
体
が
用
意
で
き
る

も
の
。

徐
々
に
進
む

会
員
の
安
否
確
認

へへ／ヘ
5 4 3 2 
面面面面
ヽヽヽヽ ＇

会
員
は
代
表
者
が
死
亡
さ
れ
、

従
業
員
が
な
く
な
ら
れ
た
企
業

は
百
八
士
二
社
に
及
ん
だ
。

ま
た
、
一
千
百
三
十

一
会
員

は
「
営
業
が
で
き
な
い
」
状
態

に
あ
り
、
仮
事
務
所
で
営
業
中

の
会
員
も
四
百
五
土
ハ
件
に
上
っ

こ。ナ
そ
の
後
、
電
話
の
通
じ
な
い

-i一千六
百
七
十
一

＿
会
員
に
つ
い

て
は
直
接
職
員
が
各
社
を
訪
問

し
、
安
否
の
確
認
を
続
け
て
い

る
が
、
震
災
後
お
よ
そ

ニ
カ
月

を
経
過
し
て
、
徐
々
に
経
済
活

動
も
行
わ
れ
始
め
、

三
月
一
日

時
点
で
、
約
三
分
の
一
の
会
員

と
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

単
価
二
十
万
円
以
内
／

一

坪
。
面
積
六
坪
以
内
／

一

店
舗
。

②
リ
ー
ス
の
場
合
補
助
限

度
額
一
団
体
当
た
り
五
百

万
円
／
年
間
、
但
し

二
年

間
。
単
価

一
坪
当
た
り
十

万
円
以
内
／
年
間
。
面
横

六
坪
以
内
／

一
店
舗
。

申
込
受
付

―
-
＿
月
八
日
か
ら
七

月
三
十
一
日
ま
で
。
神
戸
市

経
済
局
商
業
貿
易
課
で
受
付
。

6
3
2
2
.
5
3
3
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催

援

主

後

補
助
対
象
軽
費

①
共
同
仮
設

店
舗
の
建
設
•
取
得
に
要
す

る
費
用
（
給
排
水

・
電
気
・

ガ
ス
の
設
備
主
事
費
用
を
含

む
。
内
装
費
・
什
器
類
は
対

象
外
）
②
借
受
け
に
要
す
る
〔
一
月
十
五
日
付
〕

費

用

。

川

崎

製

鉄

（

株

）

取

締

役

社

長

濤

補

助

金

額

補

助

率

は

、

対

象

崎

忍

氏

（
故
八
木
靖
浩
氏
）

経

費

の

四

分

の

一

三

月

一
日
付
〕

①
建
設
の
場
合
補
助
限
度
（
株
）
三
越
神
戸
店
店
長
兼
支
配

額

一
千
万
円
／

一
団
体
。
人
石
田
裕
久
氏
（
大
明
逹
司
氏
）
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⑳

ミ

呻
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鱈
と
言
呻
●
嬬
i
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セ

個

時

戸

神

戸

談

り

し
済

3

戸

災

と

囲
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相
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務
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日
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27
分
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で

議
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会
一

月

30
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定
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会
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お願い

NTTでは、地震による被害を受けた電話の仮復旧工事を終え、本格的な復旧にむけて着々と準備を進めておりますが、

ただ今、被災に伴った電話の移転工事などのご希望が多く、引越シーズンとも重なり「 11 6番」への電話が非常に混みあい

かかりにくくなっています。皆様には大変ご不便をおかけしておりますが、「11 6番」に加え、 「サポートセンタ」（西0120-
519116)でも受け付けしておりますのでご利用いただきますようよろしくお願い申し上げます。

お知らせ

「建物・家屋のフッキュウライン臨時電話帳」発行

。掲載内容 建物・家屋の修繕等に関する業種／災害に関するお問い合わせ先／公共サービスに関する電話番号など

。配布先 避難場所、仮設住宅、行政機関、特設公衆電話設置場所及びNTT支店、営業所

。お問い合わせ先 〔配達のお問い合わせJt;E0120-444882 〔ご意見・ご要望J函 01 2 0 -2 9 0 1 5 5 
。受付時間 ＜平 日＞午前 9時から午後 5時まで

-
:'~
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平成 7年 3月10日 KOBE会議所ニュース （平成 2年6月22日第 3種郵便物認可） (2) 

本
所
で
は
、
被
災
さ
れ
た
会

員
事
業
所
に
対
し
、

ス
ペ
ー
ス
は
一
社
当
た
り
十

二
平
方
訳
。
電
話
機
兼
用

F

A

X
の
他
、
テ

ー
ブ
ル
、
椅
子
も

無
料
で
貸
与
し
ま
す
。
た
だ
し
、

電
話
回
線
工
事
な
ど
は
実
費
負

旦。才
三
月
六
日
現
在
、

利
用
し
て
お
り
、
市
内
に
オ
フ
ィ

ス
が
不
足
す
る
中
、
利
用
者
か

ら
は
「
当
面
、
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー

十
二
社
が

ポ
ー
ト
ア

緊
急
共
同
事
務
所
を

OO

ご
利
用
下
さ
い
孟

海
上
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
を
改

0
コ
ン
テ
ナ
を
仮
設
店
舗
に

6
0
3
.3
8
1
2
.5
8
1
5
 

一 、

0
事
務
用
品
の
提
供

金
庫
、

ロ
ッ
カ

ー、

カ
ウ
ン

タ
ー、

冷
蔵
庫
、
ス
チ
ー
ル
机
、

回
転
椅
子
、
書
棚
、
折
り
た
た

み
簡
易
ベ
ソ
ド
、
石
油
ス
ト

ー

プ
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
株
）
ニ
チ

ア
東
京
本
社
吉
松
氏

6
03

•3553

.5561 

F
A
X
 

03

•3553

•5
557 

0
簡
易
式
倉
庫
、

の
仮
設

ド
ー
ム
型
の
簡
易
式
倉
庫
及

ひ
工
場
の
屋
恨
の
仮
設
を
、
一
ー

二
棟
無
償
で
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
株
）
円
本

K
I
S
P
A
N

白
木
氏

造
し
て
仮
設
店
舗
に
し
ま
す
。

元
町
商
店
街
に
モ
デ
ル
店
舗
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
神
戸
商
工

会
議
所
会
員
は
三
％
割
引
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
東
運
輸
（
株
）

6
3
8
2
.
1
3
3
6
 

F
A
X
3
8
2
.
0
4
4
6
 

0
被
災
家
具
の
一
時
保
管

運
び
出
し
た
家
財
道
具
を
当

社
指
定
の
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
で

一
時
保
管
致
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
東
運
輸
（
株
）

6
3
8
2
.
1
3
3
6
 

F
A
X
3
8
2
.
0
4
4
6
 

0
水
に
困
ら
れ
て
い
る
方
へ

海
水
淡
水
化
装
置
、
逆
浸
透

膜
浄
水
装
置
を
会
員
企
業
に
貸

し
出
せ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

イ
ラ
ン
ド
の
本
所
会
館
二
階

「
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ザ
」
を
緊
急

共
同
事
務
所
と
し
て
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

工
場
の
屋
根

•• 

lJおし

— : ,:· ,.・.. ;... ~ ·• •. ・Y, .... 7Jfー
．ゞ・,..．妥・
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事業再建のためのPRや支援の情報をお
寄せ下さい。（採否に関しては編集部に占少'
ご一任お願いします）
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（
有
）
ア

ー
ト
リ
ビ
ン
グ

6
4
1
1
.
6
0
9
9
 

0
焼
き
パ
ン
機
器
の
貸
し
出
し

ォ
ー
プ
ン
、
冷
凍
庫
、

パ
ン

切
り
器
、
ダ
ク
ト
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
を
貸
し
出
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（有）
＿―
-
加
茂
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

三
好
氏

6
0883

•82

•2
012 

0
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
相

炎号[
I

中
小
企
業
向
け
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
シ
ス

テ
ム
構
築
、
デ
ー
タ
入
力
、
業

務
代
行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
有
）
ブ
レ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス

6
3
0
3
.
2
6
0
7
 

0
ソ
フ
ト
開
発
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
詣
導

オ
フ
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
ソ
フ
ト
開
発
及
び

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
指
導
な
ど
を

行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
（
株
）

0
6
.9
4
7
.0
2
9
6
 

二
食
付
き
）
」

0
無
料
宿
油
券
提
供

愛
知
県
「
蒲
郡
温
泉
郷
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
無
料
宿
泊
券
（

一
泊

を
五
十
組
二
百

ス
で
も
確
保
で
き
れ
ば
あ
り
が

た
い
」
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す。
利
用
期
間
は
五
月
二
十
七
曰

ま
で
。
二
十
社
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
残
り
卜
八
の
ス
ペ
ー
ス

は
先
若
順
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
、

左
記
ま
で
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、

お
申
し
込
み
を
頂
い

た
時
点
で
既
に
定
員
に
達
し
て

お
り
ま
す
場
合
は
、
ご
容
赦
願

い
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
先
】
神
戸
商
工

会
議
所
災
害
対
策
本
部

6
3
0
3
.
5
8
0
1
 

6
06.947

•1
577 

F
A
X
 

名
の
被
災
者
に
提
供
。
（
蒲
郡

市
、
愛
知
県
ホ
テ
ル
旅
館
環
境

衛
生
同
業
組
合
蒲
郡
支
部
よ
り
）

申
込
方
法

住
所
（
避
難
先
の
場
合
は
そ

の
住
所
）
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
た
も
の

と
、
「
り
災
証
明
」
の
コ
ピ
ー

を
封
書
に
て
送
付
。
（
り
災

証
明
の
な
い
も
の
は
無
効
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

締
め
切
り

平
成
七
年
三
月
末
日

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
先

神
戸
漑
工
会
議
所
中
小
企
業

振
興
部
「
無
料
宿
泊
券
係
l

〒
六
五

0
神
戸
市
中
央
区
港

島
中
町
六
ー

一

6
3
0
3
.
5
8
1
0
 

0
毛
筆
・
ペ
ン
字
に
よ
る
揮
塞

表
彰
状
、
感
謝
状
、
震
災
お

見
舞
い
の
お
礼
状
、
封
書
宛
名

書
き
な
ど
の
揮
憂
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
有
）
ア

ー
ト
オ
フ
ィ
ス
彩
華

6
5
7
8
.
3
9
6
4
 

0
健
康
相
談
窓
口

被
災
さ
れ
た
労
働
者
な
と
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
健
康
相
談
に
応
じ

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

労
働
福
祉

兵
庫
産
業
保
健
推

事
業
団

進
セ
ン
タ
ー

6
0
1
2
0
.5
5
4
8
0
5
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＇ ＇ 雲
塁。

！ 消息をお知らせ下さい
1加 食
＇ 奎＼ C:, 

‘’‘‘ 忌
ロロ， l.産

！ 本所では会員の皆様の被災状況把握に努めており i冷 業

t ます。 被災された方は、代表者•住所などに変更が l 却 向
！ あれば電話またはFAXでご一報頂きますようお願 I 装 け

置 機
t い申し上げます。 ' ‘械

！ 匹io?":5802" FAX 303 • 2310 J担
． 

塁 ・心t 
"↑ 劃 "阜 1↑● r ● ,99 ● "● "'● ,n ● 9↑ ● ↑9甘 n● '"● " ● 9『9● ;,_ ,會 199● ,n● " ● 川 • n ● 99l會 1l、〇叫比o.油...1分

オフ ィ ス・工場・土地の貸与に関する情報 (3月10日現在）

下記の事業所よ り、 事務所 、丁場、 土地の貸与に関する情報をご提供頂きました。契約内容などの詳細は、直接下記に

連絡をと って下さい。

0
3
.3
2
 

0
事
務
処
理
代

経
理
、
総
務

実
務
代
行
と
相

【
問
い
合
わ
せ

（
株
）
関
西
明

6
06

•76 

FAX 

所 在 地 而 栖 連 絡 先 そ の 他

事 務 所 神戸市中央区海岸通 1階 ll6m'・・ 事務所 南海観光開発昧
神戸市中央区海岸通 5-2-5 ・詳細はTELにて相談店 舗 5 -2 -5 2階 51 rrf…店舗
TEL. 078-371-0525 

神戸市中央区浪花町64 30(）坪(100坪単位） 公共建市物昧神戸事務所
事務 所 ... 3月末 神戸 中央区浪花町64三宮電電ビル ・詳細はTELにて相談三宮電々ビル

100坪 ... 6月末 TEL. 078-331-7057 
事務 ・電算

神戸市北区鹿の子台北町 オフィス 1,202坪 閥 CRC総合研究所 担当・ 高田／東 ・神戸リサーチパーク内
ゾーン諸設 大阪市中央区久太郎町 4-1-3 ．詳細はTELにて相談8-2-1 電算 室 2,389坪備 TEL. 06-241-4138 ・即入居可

神戸航空貨物ターミナル（掬 担当 ：山田 • 国際航空運送協会 (I ATA) 代

理店 ・航空運・通送関協業会者(J AF  A) 事 務 所 神戸市束灘区向洋町東 4-16 面積等は要相談 神戸市東灘区向洋町東 4-16 
の会員業者 対象TEL. 078-858-1500 

・詳細はTELにて相談

ジャパンマーケットセンター（*菊 ・ファ ッション （生活文化）産業の
事 務 所 神戸市東灘区向洋町中 6-9 ※詳細はTELにて

「神戸ファ ッションマート 」 入届
神戸市東灘区向洋町中 6-9 ・詳細はTELにて相談
TEL. 0 7 8 -8 5 7 -8 0 0 3 ・即入居可能

誅）大恵
・即入居可能事 務 所 神戸市灘区青谷 2- 1 -3 15. 84af~32. 34吋 神戸市東灘区御影城の前1491-1 -202 

北ん合ド※部本＾・詳細はTELにて相談 ..... TEL. 078-841-8680 
九 °に仮中 ‘部 販売 申

神戸国際交流会館 勅神戸市開発管理事業団 企画課 州なよ事矛折 央西 ‘ し土地400坪
市おり 支神東 場

売エ
匹込

事 務 所 ポー トアイランド ビル 神戸市中央区港島中町 4-l -1 ・詳細はTELにて相談西区民セ ンター ビル うち工場130坪
TEL. 0 7 8 -3 0 2 -2 3 8 2 内大駆所部 戸 袖堕

を コ
3 み

・り災企業で 1年以上入居可能な企業 の 市阪内 元 - へ 支部‘戸支部 o .... 先（株）エーリック ヽ
再ノ

事 務 所
グしハ 3 尼崎市道意町 7-1 -3 81 rrf~ J, 425 rrf 尼崎市道意町 7-1 -3 ・賃貸料の特別措置有研究 所
リ て北） 開：：：TEL. 0 6 -4 1 5 -2 5 0 0 （中小企業 3カ月 ・大企業 2カ月分） ． 
I Sお支バ垂 ‘

... 
』貸倉庫 (168坪） ピーム（株

ン福り所 l 兵氷上郡市烏町上垣字縄手 大阪市福島区大開 2-3 -1 
車岡まはラ 庫倉 庫 （事務所付） ．詳細はTELにて相談 っ860-1 パネ協大阪センタービル 5F 95万円／月

5 TEL. 06-465-6181 
事務所 ビル 神戸市中央区琴緒町 土地（（仮換地）176.81 rrf 

料金表（片道）（売物件） 2 -3 -3 建物延ぺ） 447. 16rr/ 

建付 土 地 神戸市中央区下山手通
土地 200. 18叶

種 類
エコJミー 普通の

割引額
（売物件） 8 -7 -8 イザック（松

神戸市中央区浪花町59-3 ・詳細はTELにて相談 きっぷ きっぷ建付 土 地 神戸市中央区下山本通 土地 140.99吋 TEL. 078-331-8623 （売物件） 2 -8 -4 別に私道 19. 70吋
神戸市内 晋適車 12,250円 14,000円 I, 750円

土 地 神戸市垂水区名谷町
土地 711面 ～東京都内 グリーン車 14,720円 18,550円 3,830円（売物件） 字柄立原2035

右記の行政機関でも相談を受け付けています。 ●兵庫県商工部新産業立地課 岱 07 8 - 3 4 1 - 7 7 1 1 
大阪市内
～福岡 ・ 普通車 11, 700円 14, 000円 2,300円

●大阪府商工部産業政策課 匹 06-941- 0351 北九州市内

離
器
、
バ
ル
ブ
、
ポ
ン
プ
な
ど

の
食
品
製
造
用
機
械
を
販
売
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先

ラ
バ
ル
（
株
）

6
03

•32 

被
災
に
係
る
パ
ー
ト
雇

用
問
題
説
明
・
相
談
会

参
加
費

1
0
0
)
 

無

料

当
面
販
売
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。

ー・ ｀`
 

゜
゜

あらゆるニーズに総合力でお応えします。
さ く ら 銀 行 を はじめ、多種多様な情報処理分野で蓄積 し た ノ ウ ハ ウ を 持 つ 情 報 処 理

サービス。広汎な知 識分野に、多数の優秀なシステムエンジニアが挑むソフトウ ェア

開発。 富士通のディーラーであり、ユーザー であるからで き る 適 切 な シ ス テ ム 導 入 支

援とコンピュータの販売。

さくらケーシーエスはこの 3つの力を総合力に高め、

ルーションでお応えする総合情報サービス企業です。

お 客 様 の ニ ー ズ に ト ー タルソ

株式会社さくらケーシーエス
本社／ 〒650神戸市中央 区

TEL (078) 391-657rntJ 
東京本社／〒135東京都江東区越 中島 1-2 -21 

TEL (03) 3820-4411 
事業所／姫路支社、千葉支店、大阪支店、岡山営業所、鳥取営業所

播 磨 町 21 番 1 
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(3) KOBE会議所ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年 3月10日

ヤ
マ
ギ
ワ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
（株
）
（
会
社
概
要
）
①
昭
和

＝
下
＇．―-年
②
二
千
万
円
③
一
百

名
④
高
級
照
明
器
具
製
造
、
履

物

・
雑
貨
輸
出
入
（
求
人
条
件
）

女
了
①
決
算
事
務
②二|
—
―
――

卜
五
歳
③
十
四
万
八
千
円

ー
十

六
万
七
千
円
④
九
時
ー
十
七
時

四
十
分
⑤
過
休
二
日
制
（
祝
日

の
あ
る
週
は
土
曜
日
出
勤
）
⑥

簿
記
二
級
以
上
⑦
神
戸
市
中
央

区
（
連
絡
先
）
2
5
1
.
7
1

1
1
永
渕

丸
正
建
設
（株
）
（
会
社
概
要
）

①
昭
和
四
十

一
年
②
五
千
万
円

③
七
十
五
名
④
総
合
建
設
業

（求
人
条
件
）
男
子
①
建
築
計

画
及
び
実
施
設
計
②

一ー
八
ー

三
十
五
歳
③
二
十
三
万
八
千
円
ー

ニ
ー
七
万

一千
円
④
八
時
1
|

七
時
⑤
週
休
二
日
制
（
上
曜
日

月
三
回
休
み
）
⑥

一
ー
ニ
級
建

築
上
⑦
神
戸
市
長
田
区
（
連
絡

先
）
6
2
1
.
8
6
6
1
名
越

甲
山
国
際
文
科
学
館

（会
社
概

要
）
①
昭
和
五
十
七
年
③
ー
四

名
④
教
育
機
関
（
求
人
条
件
）

性
別
不
問
①
社
会
福
祉
教
員
②

二
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
③
二
寸
万

五
千
円
ー
ご
十
一
万
三
千
円
④

八
時
下
十
分
ー
ー
七
時
二
十
分

（
土
曜
八
時
五
十
分
ー
十
六
時

二
|
分
)
⑤
週
休
二
R
制
（
隔

遷

⑦

神

戸
市
束
灘
区
（
連
絡

先
）
4
5
3
.
5
9
3
1
森

（株
）
カ
ー
ア
ッ
シ
ュ

（会
社
概

要
）
①
昭
和
万
十
四
年
②
一
千

万
円
③
七
名
④
婦
人
服
企
画
卸

（求
人
条
件
）
男
子
①
婦
人
服

専
門
店
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
②
二

|
五
ー
三
十
歳
③
十
八
万
五
千

円
ー
ニ
十

一
万
円
④
十
時
ー
十

九
時
（
土
曜
十
時
ー
十
七
時
―――

十
分
）
⑤
週
休
二
円
制
（
隔
追
）
、

(2月末現在）＇「青 報
求人情報を募集しています。掲載こ~｀
希望の方はお電話（産業部 308 •5805)
下さい。

1
1ー

1
ー

1
jー

9
1
J

一
（
会
社
概
要
）
①
設
立
②
資
本

一

一
金
③
従
業
員
数
④
事
業
内
容

一

一
（
求
人
条
件
）
①
職
種
②
年
齢

一

一
③
賃
金
④
時
間
⑤
休
日
⑥
資

一

一
格
⑦
就
業
場
所

r
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ー

1
1
1
1
1ー

1
1
L

夏
期
休
暇
七
月
末
一
週
問
⑤
普

通
自
動
車
免
許
⑦
神
戸
市
中
央

区
（
連
絡
先
）
3
9
2
.
5
3

2
7
上
家

大
興
電
設

（会
社
概
要
）

①
昭

和
五
十
四
年
②
五
百
ガ
円
③
八

名
④
電
気
工
事
業
（
求
人
条
件
）

男
子
①
電
気
工
事
士
（
見
習
い

可
）
②
不
問
③
二
十
月
円

ー
四

十
万
円
④
八
時
ー
十
ヒ
時
⑤
月

六
日
⑥
電
気
工
事
士
（
見
習
い

可）
、
自
動
車
免
許
⑦
神
戸
市

内
（
連
絡
先
）
9
1
3
.
3
4

9
8
武
本

（株
）高
島
商
事
（
会
社
概
要
）

①
昭
和
五
十
六
年
②
一
千
万
円

③
七
名
④
農
水
産
物
加
工
食
品

輪
入
、
卸
売
業
（
求
人
条
件
）

(
A
)
男
了
①
営
業
②
十
八
ー
―
―-

十
五
歳
③
賃
金
十
八
万
円
ー

―――

十
万
円
⑥
普
通
自
動
車
免
計

(
B
)
男
子
①
貿
愚
呂
業
②
二
十
ー

――
―
十
五
歳
③
十
八
万
円

I
-―-+

三
万
円
⑥
普
通
自
動
車
免
許
、

英
文
タ
イ
プ
、
実
務
経
験

一
年

以
上
(
C
)
女
了
①
貿
易
事
務
、

一
般
事
務
②
十
八
ー

一二
十
五
歳

③
十
七
万
円
ー
―
―十

一
万
円
⑥

普
通
自
動
車
免
許
、
実
務
経
験

一
年
以
上

(
A
)
|
（
C
)
と
も
④

八
時

二
十
分
ー
十
七
時
⑤
選
休

二
日
制
（
隔
週
）
⑦
神
戸
市
兵

庫
区
（
連
絡
先
）
6
5
2
.
o

0
1
8
高
農

グ
ラ
ボ
グ
ラ
フ

（株
）
（
会
社
概

要
）
本
社
／
西
宮
市
①
平
成
二

年
②

一
千
万
円
③
十
二
＿名
④
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
／
マ
ニ
ュ
ア
ル

操
作
の
プ
レ

ー
ト
機
械
の
販
売

（求
人
条
件
）
性
別
不
問
①

C

A
D
/
C
A
M
に
よ
る
ミ
リ
ン

グ
卸
品
や
エ
レ
ク
ト
ロ
メ
カ
の

販
売
営
業
②
二
十
五
ー

ニ
十
五

歳
③
約
＝―-
十
万
円
④
九
時
ー
ト

八
時
⑤
週
休
一
日
制
（
完
全）

⑤
自
動
車
免
許
⑦
西
宮
北
口

（連
絡
先
）
0
7
9
8
.
6
3
.

6
2
8
1
吉
原

人
材
を
お
求
め
の
企
業

は
お
申
し
出
下
さ
い

エ
ス
テ
ッ
ク

（株
）
（
会
社
概
要
）

本
社
／
島
根
県
①
平
成
．
―
-年
②

六
百
万
円
③
七
名
④
自
動
省
力

化
機
械
の
設
計
制
作
（
求
人
条

件
）
男
女
不
問
①
自
動
機
械
の

設
計
②
二
十
五
ー
ニ
十
万
歳
③

十
六
万
円
ー一二
十
四
万
円
④
八

時
二
十
分
ー
十
七
時
―――
十
分
⑤

日
曜

・
祝
日
（
年
問
百
七
日
）

⑤
経
験
二
年
以
上、

普
通
自
動

車
免
許
⑦
島
根
県
（
連
絡
先
）

0
8
5
2
.
3
7
.
0
1
2
3
 

永
島

（株
）
オ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス

（会
社

概
要
）
①
昭
和
六
十
―-＿
年
②

一

千
万
円
③
十
七
名
④
自
動
車
修

理
機
械
輸
入
販
売
（
求
人
条
件
）

内
定
を
取
り
消
さ
れ
た
大
学
生

2
名
①
営
業

・
営
業
事
務
職
③

二
十
一
万
円
④
九
時
—
十
八
時

（
土
曜
九
時
ー
十
六
時
）
⑤
週

休
二
日
制
（
隔
週
）
⑦
神
戸
市

内
（
連
絡
先
）
4
5
3
.
1
0

0
1
臼
口

カ
ワ
セ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
プ

ラ
イ
（株
）
（
会
社
概
要
）
①
昭

和

二
十
年
②
十

一
倍
八
千
八
百

十
五
万
円
③
百
五
十
名
④
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
用
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ

ー

ム
製
造
販
売
（
求
人
条
件
）
内

定
を
取
り
消
さ
れ
た
大
学
生

5

名
①
主
に
コ
ン
ビ
ュ

ー
タ
処
理

に
用
い
る
社
内
帳
簿
の
販
売
及

び
企
画
提
案
③
十
九
万
円
④
九

時
I

十
七
時
四
十
五
分
⑤
迦
休

二
曰
制
（
完
全
）
⑦
国
内
各
本

支
店
（
寮

・
社
宅
へ
の
人
居
可
）

（連
絡
先
）

0
6
.
3
1
5
.

8
3
3
1
宮
川

今
回
の
阪
神
大
衷
災
に
伴
い
、

失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災

者
や
内
定
取
り
消
し
を
受
け
た

学
生
を
対
象
に
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

一
人
で
も
求
人

を
お
考
え
の
企
業
は
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日

時

平
成
七
年
――
―月
二
十

一日
（
水
）
午
後
一
時
一―-+

分
ー
四
時

場

所

「
パ
レ
ス
神
戸」

地
震
の
た
め
倒
壊
し
た
本
所

経
済
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
架
書

二
階
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
中
央

区
下
山
手
通
五
I
-
|
―六）

参
加
費

無

料

応
募
要
領

参
加
を
希
望
さ
れ

る
企
業
は
、
至
急
電
話
て
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】

産
業
部

6
3
0
3
.
5
8
0
5
 

新
入
社
員
教
育
に
最
適

本
所
の
ビ
デ
オ
教
材
を

ご
利
用
下
さ
い

架
、
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
が

お
お
む
ね
復
旧
し
ま
し
た
。

経
済
情
報
セ
ン
タ

ー
で
は
新

入
社
員
か
ら
、
中
堅
社
員
、
経

営
幹
部
ま
で
各
層
の
研
修

・
自

己
啓
発
に
利
用
で
き
る
ビ
デ
オ

ソ
フ
ト
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
貴
社
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

ご
希
望
の
方
に
は
、

ビ
デ
オ

リ
ス
ト
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

ご
利
用
方
法

経
済
情
報
セ
ン

タ
ー
ヘ
直
接
お
越
し
の
上
、

所
定
の
申
し
込
み
川
紙
に
下

記
の
料
金
を
添
え
て
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
そ
の
場
で
ビ

デ
オ
ソ

フ
ト
を
お
貸
し
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
場
で
視
聴

も
で
き
ま
す
（
無
料
）
。

料
金

会
員
千
――-＋
円
／
一
般

二
千
六
十
円
（
一
本
、
一
日

／
二
十
四
時
間
当
た
り
）

※
貸
し
山
し
時
に
頂
戴
し
ま
す
。

期
間

最
高
五
日
間
ま
で

貸
し
出
し
、
返
却
時
間

午
前

九
時
ー
午
後
五
時
十
在
分

【
申
し
込
み
先
】

経
済
情
報
セ
ン
タ
ー

6
3
0
3
.
5
8
1
2
 

神戸商工会議所本部 （ポートアイランド）

へお越しの方へ

現在ボートライナーが運行されておりませんので本部

（ポートアイランド）へお越しの方は、 JR三宮駅南

側よりポートライナー代替バス、またはリムジンバスを

ご利用下さい。なお、車線規制などのため、 かなり

の時間を要することがありますのでご注意下さい。

◎法律・労務・税務・経営の専門相談

法律、労務、税務、経営に関する専門相談については、弁護士などによる専門相談室を設けております。場所 ・相談日などについては

下記の各支部へお問い合わせ下 さい。

■兵庫県南部地裳中小企業総合相談所

法 律
月曜日～金曜日

（神戸弁護土会）
13 00~16 00 

税 務

（近畿税理土会）

雇
月耀日～日曜日 l o. o o~ 1 7 0 0 

用

（兵庫県労働部）

■兵庫支部 む 577-1110

岱 360-3211

要予約

労 務 第 1.第3月曜日

法 律 木曜日

1 3 • 00~ 1 6 •00 
税 務 水曜日

経 A 呂 第 1.第 3金曜日

◎事業用建物被害の相談

■東神戸支部

法 律 金曜日

労 務 第 1.第3木曜日
13:00~16:00 

■垂水支部

む 843-2121

も 706-1234

要予約

—要予約ー一

労 務 月曜日

法 律 火 ・水曜日

13 •00~1 6 • 00 
税 務 木曜日

経 営 金曜日

中央支部が移転 しました

場所 神戸市産業振興センタ ー8階 （神戸市中央区東川崎町1-8-4)

匹 078-360-1910 FAX 078-360-1972 

地震災害によって被害を受けた店舗、事務所、丁場などの事業用建物の危険度調査、建物などの補強、復旧、再建工事に関することな

どについて、相談窓口を設臨しておりますので、 ご利用下さい。

※相談は本所建設部会の議員および会員企業の建築専門家にボランティアで当たって頂いています。

【設置場所】 ～最寄りの相談窓口へあらかじめお電話でお申し込み下さい～

■東神戸支部 匹 843-2121 ■兵庫県南部地窟中小企業総合相談所

■兵庫支部 匹 57 7 -1 1 1 0 ■西神戸支部

■垂水支部（木曜日のみ） 匹 706-1234

【開設日時】 毎遥月曜日～金曜日 （垂水支部を除く）

【費 用】 相談及び初期的な危険度調査は無料

※但し、①り災証明の発行に必要な調査は、神戸市へご相談下さい。②専門的な建物危険度調査及び補強、復旧、再建の作業を実際に

行う必要がある場合は、 ご希望により地元施工業者を紹介しますが、調査 ・工事は有償となります。

13 00~17:00 

ー予約不可

も 641 ~ 3]- 85

電

話
／

0
6ー

3
4
6ー

0
4
6
1

（大
阪
駅
前
第
4
ビ
ル
7
F
)

〒
530
大
阪
市
北
区
梅
田
ー
丁
目
1
番

4
|
700
号

当
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

雨
｛
~
＃
＃
令
苔
全
靡

お
問
い
合
わ
せ
． 
ご
相
談
は

経
済
情
報
や
熊
本
市
に
関
す
る

熊
本
城

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

こ
の
た
び
の
阪
神

．
 
淡
路
大
震
災



平成 7年 3月10日 KOBE会議所ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可） (4) 

民間金 融機関 の 災 害 特別 融資
（平成 7年 2月15日現在）

金融機関名 融 資 ・の 名 称 融 資 対 象 問 い 合 わ せ 先
4 ~ 

元：

t 

第一勧業銀行
兵庫県南部地震災害復旧ローン 当行と貸出取引があり、今回被災した企業および個

（事業者向け）
0 1 2 0 -5 5 0 -6 2 0 

人事業者で、当行が融資適格と認めた方。

北海道拓殖銀行 事業者向け災害復1日特別融資
今回被害をうけた貸出取引 1年以上の法人および個 0120-6611-02 
人事業主。審査のうえ。 0120-6611 0 6 

東
采． 銀 行 企業向けの支援については個別対応

0120-100-499 
神戸支店 391 ~ 8426 

さ ＜ ら 銀 行 事業者向け災害復1日緊急融資
今回被害を受けた、当行との融資取引歴 1年以上の 0120-554-201 
法人および営業性個人。審査のうえ。 0 1 2 0 3 2 6 5 1 5 

菱 銀 行 事業者向け緊急融資
今回被害を受けた当行と貸出取引のある法人ならび

0120-321409 
に個人事業主。審査のうえ。

富 士 銀 行 企業向けの支援については個別対応 0120-224396 

住 友 銀 t̂ 行 事業者向け災害復旧融資
今回被害を受けた、 当行との貸金取引歴 1年以上の

0 1 2 0 -2 -8 6 0 8 6 
法人及び営業性個人。審査のうえ。

大 和 銀 行 事業者向け緊急融資
今回被害を受けた貸出取引歴 1年以上の法人及び個

0120-4946-56 
人事業主。審壼のうえ。

和 銀 行 企業向けの支援については個別対応 0120-180-250 

東 海 銀 行 ＜東海＞被災者特別融資および個別対応
当行関西地区全営業店の既存融資取引先。審査のう 0120~112~717 
ス。

ぁ さ ひ 銀 行 災害特別融資
当行と貸出取引のある法人および個人事業主で、被

0120-20-8156 
害を受けた方。審査のうえ。

兵 庫 銀 行
企業向けの支援については被害状況に応じて個

0120-788-554 

別対 応
および兵庫県下、大阪府下の

支店「お客様相談窓口J

阪 神 銀 行 阪神銀行緊急融資
今回被害を受けた、 当行と 1年以上与信取引のある

0120-505-038 
個人事業所 ・法人。審査のうえ。

但 馬 銀 行 兵庫県南部地震復1日対策資金 今回被害を受けた法人又は個人事業主。審査のうえ。
大代表（融資部）

0 7 9 6 2 4 2 1 1 1 
： 

神 戸信用金庫
災害復旧緊急特別融資事業資金 当庫と取引があり 、今回罹災された万で、 当庫が適

（保証協会付） 当と認めた方。
321-7744 

： 

関 西西宮信用金庫 かんしん被災者事業資金融資（担保付）
大代表

3 3 2 5 1 5 1 

神栄信用金庫
全国信用金庫連合会の代理貸付制度 「兵庫県南 代理店信用金庫の会員および会員となることができ 大代表

部地震災害復旧特別融資制度」 による る者で、今回被災したと代理店が認めた者。 2 2 2 -3 4 5 0 

兵庫信用金庫 ひょうしん地震救済融資（事業主）
火災、地震により災害を受けた取引先。担保付で当 大代表

庫が適格と認めた方。 0792-82-1255 

全国信用金庫連合会 兵庫県南部地震災害復旧特別融資制度
信用金庫の会員および会員となることができる者で、

金利 ・弁済方法等詳細につい

今回被災した者。
ては、 各信用金庫の窓口にご

相談下さい。

小
規
模

二
月
十
七
日
か
ら
日
本
開
発
銀
行
が
大
企

業
向
け
に
災
害
特
別
融
資
の
受
け
付
け
を
開

始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
既
設
の
兵
唐
県
、
神

戸
市
及
び
政
府
系
―
二
金
融
機
関
を
含
め
公
的

機
関
に
よ
る
特
別
融
資
は
ほ
ほ
出
そ
ろ
い
ま

し
た
（
下
表
）
。
こ
の
う
ち
、
兵
庫
県
及
び

神
戸
市
の
無
担
保
無
保
証
人
枠
に
つ
い
て
は

――一
月
中
旬
以
降
現
行
五
百
万
円
が
、

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
車
に
お
い
て
は
千
五
百
万
円
に
拡
大
さ

れ
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
中
小
企
業
者
に
お
い

て
も
新
た
に

一
千
万
円
の
枠
が
創
設
さ
れ
る

ま
た
民
間
金
融
機
関
で
も
緊
急
融
資
を
行

っ

て
い
ま
す
が
（
左
表
）
、
融
資
限
度
額
や
返

済
期
間
、
金
利
、
そ
の
他
の
諸
条
件
は
そ
れ

ぞ
れ
の
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

公的機関 の 災 害 特別 融資

大企業向け 中 小 企 業 向 け

機 関 名 日本開発銀行 国民金融公庫 中小企業金融公庫 商工中金 兵 庫 県 ． 神 戸 市

（県）緊急災害復旧資金
（県）同左（無担保無保 （県） 緊急特別資金 （震

災害復 1日貸付 • 特別利率 証人枠） 災貸付）
制 度 名 災害復旧融資 災害貸付 特別災害貸付 災害貸付 • 特別災害貸付 （市）震災復旧緊急特別

貸付 （市）特例無担保無保証 （市）経済変動対策資金
資命

人資金 融資

① 直接に被害を受けた り災証明書の交付を受け り災証明宙の交付を受け
中小企業者

直接的又は間接的に甚大
た小規模事業者 られなかった中小企業者

全半壊その他これに準ず （り災証明書が必要） 等のうち、申し込み前 1
な被害を受けた中小企業 り災証明書の交付を受け

融資対 象 者 る被害を受けた施設を復 ② 取引先等が被災した 国民金融公庫に同じ 国民金融公庫に同じ （小規模事業者） カ月間及ぴその後の 2カ
者（特別被害証明書等が た中小企業者等

旧する企業 ために売上の減少な 従業員20人〈商業また 月を含む 3カ月間の売上
必要）

ど間接的な被害を受 はサーピス業は 5人〉 （見込み）が前年同期比2
けた中小企業者 以下の事業者をいう。 0％以上減少している者

別枠 1. 5億円
組 合 200億円

対象事業費の40%（鉄道 組合員 20億円 5,000万円
融資限度 額 別枠 3,000万円（特別災害貸付分を含む。） （特別災害貸付分3,000 500万円 2,000万円

施設は50%) （特別利率貸付分3,000 （連転は3,000万円）
万円を含む。）

万円を含む。）

①当初 3年間年445% 
4年目以降年4.9%

年3.75%-4. 9% ②当初 3年間年3.0% 国民金融公庫に同じ
融 資利率 （対象事業により適用利 年 4.9% 4、5年目年4.15% 国民金融公庫に同し ただし、 11年目以降は 年 2.5% 年 2.5% 年 2.8%

率が異なる） 6年目以降年'1.9% 5年ごとに見直しをする
（被害状況により適用利率

が異なる）

運転 10年以内
10年以内 設備 20年以内

運転 5年以内
融資期間 相談のうえ決定 （特別災害貸付のうち融資利率②を適用する直接被 国民金融公庫に同じ （特別災害貸付のうち融 10年以内 10年以内

設備 7年以内害者は15年以内） 資利率②を適用する直接
被害者は運転15年以内）

2年以内
3年以内
（特別災害貸付のうち融 連転 1年以内

据置期間 相談のうえ決定 （特別災害貸付のうち融資利率②を適用する直接被 国民金融公庫に同じ 3年以内 3年以内
資利率②を適用する直接 設備 1年 6カ月以内害者は 5年以内）
被害者は 5年以内）

担保 ・保証人 相談のうえ決定
原則として 1名以上の保証人要（場合によっては不

必要に応じて担保要 必要に応 じて担保要
信用保証協会の定めると

不要
信用保証協会の定めると

動産等担保要） ころによる ころによる

信用保証 不要 必要に応 じて要 必要に応じて要 必要に応じて要 信用保証協会の保証を要する

特別災害貸付のうち融資
利率②の適用者について

事務所が全半壊（全半焼を含む）した中小企業者等
は、当初 3年開につき年

に対し、融資額2,000万円以下の部分について据置0. 5％の利子補給が実施
利子補給 無し 無し 国民金融公庫に同じ 国民金融公庫に同じ 期間中の 3年間につき年2.5％の利了補給が実施さ 無しされる

れる
（当初 3年間は実質上年

（当初 3年間は実質上無利子となる。）2. 5％の金利負担となる。
利子補給の方式は未定。）

（対象事業）
1 社会インフラの復旧 （信用保証料）

そ の 他
支援 • 100万円以下 年0.4%

2 生活基盤インフラの • 100万円超～300万円以下年0.6% 
復旧支援 • 300万円超 年0.65% 

3 経済機能復旧支援

（県） 0取り扱い金融機関 〇神戸商工会議所本 ・支部

大阪支店 企画調査課
神戸支店 fl(341) 4981 

神戸支店 神戸支店
〇兵庫県商工部金融課 匹 (341) 7711 

照 ムコ 先 東灘支店 fl0798 (26) 9220 （市）〇取り 扱い金融機関 〇神戸商工会議所本 ・支部
岱 06(345) 6531 fl(362) 5961 岱 (391) 7541 

明石支店 fl(912) 4114 〇神戸市中小企業指導センター 岱 (360)3206 
〇西神戸中小企業指導所 む (641) 1481 

（平成 7年 2月20日現在）



(5) KOBE会議所ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可） 平成 7年 3月10日

0RRO 一
、
阪
神
大
衷
災
の
被
災
地
に

お
け
る
法
律
相
談
の
中
で
は
、

偕
地

・
借
家
に
関
す
る
相
談

か
圧
側
的
に
多
い
の
で
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

二
、
借
地
に
つ
い
て

m
借
地
上
の
建
物
か
地
震
で

滅
失
し
て
も
、
借
地
権
は
消

滅
し
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
の
偕
地
樅
の

残
存
期
間
か
十
年
未
満
で
あ
っ

た
場
合
に
は
全
て
自
動
的
に

残
存
期
間
が
十
年
に
延
長
さ

れ
ま
す
（
罹
災
都
市
惜
地
惜

家
臨
時
処
理
法
）
。

そ
し
て
、
借
地
人
は
、
地

主
の
革
諾
か
な
く
て
も
、
建

物
を
再
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
仮
に
契
約
で
増
改
築
や

再
築
を
禁
止
す
る
条
項
が
入
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
今
回
の
池

震
の
よ
う
な
天
災
に
よ
る
滅

今
回
の
震
災
に
よ
り
罹
災
さ

れ
ま
し
た
方
に
は
、
一
日
も
早
い

復
旧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
詳

細
は
最
寄
り
の
税
務
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Q

1

 

確
定
申
告
は
い
つ
ま
で
に
す
れ

は
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

A
 

次
の
地
域
の
方
の
場
合
は
、

三
月
ー
五
日
を
過
ぎ
て
も
申
告

を
受
け
い
け
て
も
ら
え
ま
す
が
、

期
限
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
災
害
の
や
ん
だ
円
」
が

決
定
さ
れ
次
第
、
国
説
庁
の
告

ホ
に
よ
り
申
告
期
限
が
発
表
さ

れ
ま
す
。神

戸
市
、
尼
崎
巾
、
明
石

市
、
西
宮
市
、
洲
本
市、

失
後
の
再
築
に
つ
い
て
は
、

右
条
項
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）
。

た
だ
、
借
地
樅
の
日
的
が

木
造
建
物
の
所
有
で
あ
っ
た

場
合
に
は
、
同
種
の
建
物
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
物
に
建
て
替
え

る
場
合
は
、

地
王
の
承
諾

（
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
裁
判
所

の
決
定
）
か
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
建
物
再
築
後
、

先
ほ
ど
の
残
存
期
問
が
満
了

し
て
も
、
必
ず
借
地
権
が
消

滅
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
借
地

人
の
更
新
請
求
あ
る
い
は
法

定
更
新
（
借
地
人
か
期
間
満

了
後
も
上
地
を
使
用
し
て
い

る
の
に
、
地
主
が
異
議
を
述

べ
な
か
っ
た
場
合
）
に
よ
り
、

更
に
惜
地
権
は
延
長
さ
れ
ま

す。
②
借
地
上
の
建
物
か
地
震
で

芦
犀
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚

市
、
一二
木
市
、
川
西
市
、

津
名
郡
、
三
原
郡
四
淡
町
、

豊
中
田

右
記
の
地
域
外
の
方
て
今
回

の
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
場
合
も
税
務
署
に
申
請
す
れ

ば
申
生
期
限
の
延
長
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
度
の
震
災
に
よ
り
、
各
税

務
署
は
確
定
申
告
用
紙
の
発
送

を
見
合
わ
せ
て
い
た
よ
う
て
す
が
、

発
送
依
頼
の
要
望
が
多
い
の
て

用
紙
を
発
送
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

Q

2

 

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
今
回

の
震
災
に
よ
リ
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
源
泉
所
得
税
の
徴
収
を
猶

予
し
て
も
ら
え
る
と
聞
い
た
の
で

す
が
、
手
続
き
な
と
を
教
え
て
下

さ
い
。

被
災
地
に
お
け
る
借
地

権
・
借
家
権
に
つ
い
て

A
 

一
、
猶
予
を
し
て
も
ら
う
た
め
の

条
件
は
次
の
通
り
で
す
。

・
阪
神
人
衷
災
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
人

•

自
分
の
住
宅
ま
た
は
家
財

の
価
額
の
五

0
％
以
上
の

揖
害
を
受
け
た
人

・
被
害
を
受
け
た
日
に
お
い

て
平
成
七
年
中
の
所
得
の

合
計
か

一
千
万
円
以
下
と

見
込
ま
れ
る
人

二
、
手
続
き
は
？
（
す
べ
て
確

定
由
岩
に
よ
り
精
算
さ
れ
ま

す
）
（
表
1
)

な
お
、
条
件
を
満
た
し
て

い
な
く
て
も
雑
損
腔
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
申
請

書
で
徴
収
を
狛
予
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

二一
、
徴
収
猶
予
さ
れ
る
期
間
な

ど
曰
給
与
及
び
公
的
年
金
な
と

（表
2
)

報
酬
な
ど
（
表
3
)

公
認
会
計
士

）

〔

友

弘

正

人

仁)

一
部
損
壊
し
た
に
留
ま
る
場

合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
借
地
権

は
消
滅
し
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
借
地
人
は
損
壊

し
た
建
物
を
補
修
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

又
、
補
修
後
の
借
地
権
の

残
存
期
間
に
つ
い
て
も
、
従

前
の
残
存
期
間
の
ま
ま
で
す
。

言
借
家
に
つ
い
て

（
地
康
や
そ
の
後
の
火
災
で

建
物
か
滅
失
し
た
場
合
、
従

来
の
借
家
権
は
消
滅
し
ま
す
。

こ
の
場
合
の
コ
滅
失
」
と

は
、
物
罪
的
な
消
滅
だ
け
で

は
な
く
、
損
壊
の
程
度
が
ひ

ど
く
建
物
の
効
用
を
喪
失
し

た
場
合
を
含
み
ま
す
。

そ
し
て
、
借
家
権
が
消
滅

す
る
以
上
、
敷
金
の
返
還
を

請
求
で
き
ま
す
か
、
敷
引
分

も
返
還
を
要
す
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
見
解
か
分
か
れ
て
い

ま
す
。
（
今
回
の
地
襄
の
よ
う

な
天
災
に
よ
る
場
合
は
、
敷

金
仝
額
の
返
還
を
請
求
で
き

る
と
い
う
見
解
が
多
い
よ
う
で

表 1

対象となるもの 提出書類 提出先 猶予を受けられる日

申請書を支払者に提出した日

給与、公的な年
源泉所得税の徴 支払者 El雇給与は申請書を税務署に提出し呵

収猶予 ・還付申 日雇及び報 交付された徴収猶予票を支払者に渡
金及び報酬を受

請書（災免用） 酬に係るも した日
けている人

給与 ・報酬など のは税務署 報酬は申請書を税務署に提出し、支

払者に通知があった日

表 2

合計所得金額 徴収を猶予される期闊 還 付 さ れ る 金額

500万円以下の 平成 7年 1月17日から平成 7年12月
平成 7年 1月 1日から平成 7年 1月
17日までの間に支払を受けた給与に

場合 31日までの期間
ついて徴収された税額

イ 平成7年 1月］7日から 6カ月間 ありません。

500万円を超え ロ イの方法に代えて、平成 7年 1 この口の徴収猶予を受けた場合には、
月］7日から平成7年12月31日までの 平成 7年 1月 1日か ら平成 7年 1月750万円以下の
問に支払を受ける給与に対する税額 17日までの間に支払を受けた給与に場合
の半客月の徴収猶予を受けることもで ついて徴収された税額の半額が遠付
きます。 されます。

750万円を超え
l, 000万円以下の 平成 7年 1月17日から 3カ月間 ありません。
i笏日ムにl、

表 3

合計所得金額 徴収を猶予される期間

500万円以下の場合 平成 7年 1月］．7日から平成7年12月31Bまての期間

500万円を超え 750万円以下の場合 平成 7年 1月17日から 6カ月間

750万円を超え 1,000万円以下の場合 平成 7年 1月17日から 3カ月間

あ
り
、
地
主
に
と
っ
て
も
、
承
諾
す
る
か
又
は

一
週
問
以

建
物
の
解
体

・
撤
去
な
ど
に
内
に
臣
絶
（
地
主
は
自
ら
そ

つ
い
て
偕
家
人
の

f
解

を

得

の

上
地
を
使
用
す
る
な
ど
正

る
必
要
か
あ
る
場
合
も
多
く
、
当
な
理
由
が
な
い
と
こ
れ
を
担

そ
れ
ら
を
考
慮
し
て
双
方
で
絶
で
き
ま
せ
ん
）
の
同
答
を
し

話
し
合
い
、
解
決
す
る
の
が
な
け
れ
ば
士
地
自
体
に
つ
い
て

よ

い

と

忠

い

ま

す

）

。

借

地

権

を

取

得

し

て

自

分

て

又
、
敷
金
の
返
還
を
受
け
建
物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま

た
か
ら
と
い
っ
て
、
当

然

に

次

す

。

に
述
べ
ま
す
罹
災
都
市
借
地
又
、
借
家
人
は
、
地
主
に

借

家

臨

時

処

理

法

に

よ

る

優

よ

っ
て
そ
の
士
地
に
再
建
さ
れ

先
他
地
権

・
借
家
権
を
放
受
た
新
し
い
建
物
に
対
し
て
優

し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
先
的
に
偕
家
権
を
主
弧
し
て

で
き
れ
ば
敷
金
返
遠
時
に
家
人
居
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

主
と
借
家
人
と
の
問
で
そ
の
但
し
、
借
家
人
は
、
建
物
が

点
を
明
確
に
確
認
し
て
お
く
完
成
す
る
前
に
、
入
居
の
申

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
し
出
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

②
今
回
の
震
災
に
は
、
「

罹

災

ん

。

都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
」

そ
し
て
、
借
家
人
と
地
上

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
旧
の
間
で
、
そ
の
後
の
賃
貨
条

建
物
か
滅
失
し
た
侶
家
人
は
、

件
に
つ
い
て
争
い
に
な
っ
た
場
雇
用
調
整
助
成
金
を
和
用
で

平
成
七
年
一
一
月
六
口
か
ら
二

合
は
、
裁
判
所
に
申
し
立
て
き
ま
す
。
本
来
こ
の
制
度
は
労

年
以
内
に
、
地
主
（
震
災
後
、

て
判
断
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
働
大
臣
が
指
定
し
た
業
種
て
、

土

地

所

有

者

が

代

わ

っ

て

い

り

ま

す

。

累

気

変

動

な

と

で

事

業

活

動

の

る
場
令
は
新
所
打
者
）
に
対
③
建
物
が

「
滅
失
」

に
至
ら
縮
小
を
迫
ら
れ
た
事
染
上
が
休

し

て

、

建

物

を

所

有

す

る

目

ず

、

一
部
姐
壊
に
留
ま
っ
た
業
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
従
業

的
で
上
地
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
場
合
は
、
惜
家
権
は
消
滅
せ
艮
に
支
払
う
休
業
手
当
な
ど
の

申
し
出
て
、
地

主

が

こ

れ

を

ず

、
残
存
し
ま
す
。

一
部
を
国
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。
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被
災
に
伴

っ
て
当
分
休
業
し

た
い
の
で
す
が
、
事
業
再
開
ま
で

従
業
員
へ
の
賃
金
負
担
に
困

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
助
成

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
 

Q

1

 

雇

整
助
．

阪神大震災で被災された皆様に

心よりお見舞い申し上けます。

愛する街、 神戸の一日も早い復興のために、

UCCも「がんはろや！ WELOVE KOBE」の

スローガンのもと、 皆様とともに

全力をあけて頑張りたいと思います。

”‘ ~ ~ ~ 

ヽ
叩

UCC上島珈琲株式会社

ま
た
、
借
家
人
は
家
主
に

灼
し
、
建
物
の
修
理
を
要
求

で
き
、
家
主
が
修
理
し
て
く

れ
な
い
場
合
は
、
借
家
人
自

身
で
修
理
し
、
か
か
っ
た
費

用
を
家
負
か
ら
相
殺
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
、
損
壊
の
稗
度
か
人

き
く
、

し
か
し
、
今
回
の
特
例
拮
置
て

神
戸
市
な
ど
ト

一市
四
郡
に
所

在
す
る
事
業
主
の
方
に
つ
い
て
は

仝
業
種
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す。
Q

2

 

当
社
は
被
災
か
ら
免
れ
ま
し

た
が
、
親
企
業
が
被
災
し
た
た

め
休
業
を
考
え
て
い
ま
す

c

そ
の

場
合
助
成
は
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

高

非
常
に
多
額
の
修
碑

費
用
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、

家
主
は
相
当
の
立
退
料
の
支

払
や
代
替
家
屋
の
提
供
を
行
っ

た
上
で
、
偕
家
権
の
肝
約
を

求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

弁
護
士

（

握

原

明
‘--

A
 

今
回
の
特
例
措
置
で
、
親
企

業
の
被
災
に
よ
り
、
経
営
が
悪

化
し
た
一
次
下
請
け
や
二
次
ト

讀
け
企
業
も
助
成
金
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

Q
3
 

雇
用
保
険
を
支
払
っ
て
い
な

い
企
業
は
助
成
の
対
象
に
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
 

本
来
雇
用
保
険
に
加
入
し
て

い
る
企
業
し
か
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
が
、
今
国
の
特
例
措
瀾
て
、

＿
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

企
業
で
も
、
二
仔
問
遡
及
し
て

加
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
助
成
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

Q

4

 

四
月
入
社
の
新
卒
者
を
休
業

さ
せ
る
場
合
は
助
成
の
対
象
に

な
る
の
て
し
ょ
う
か
。

A
 

新
規
学
卒
者
な
ど
の
四
定
取

り
消
し
を
防
ぐ
た
め
、
今
回
の

特
例
措
囲
の
対
象
と
な
る
地
域

に
所
在
す
る
事
業
主
で
、
被
災

に
伴
い
事
業
活
動
の
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
場
合
は
、
新
た
に

新
規
学
卒
者
な
ど
を
雇
用
保
険

の
被
促
険
者
と
み
な
し
て
新
卒

者
な
と
も
対
象
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

Q

5

 

賃
金
の
助
成
率
は
と
の
く
ら

い
な
の
で
し
ょ
う
か
。

A
 

従
業
員
へ
の
休
業
手
当
は
賃

金
の
，ハ

0
％
以
上
を
支
払
う
こ

と
が
必
要
で
、
休
業
の
場
合
、

人
企
楽
に
つ
い
て
は
そ
の
二
分
の

一
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
は

二

分
の
二
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
（
平

成
七
年
――
―月一
―-
+

―
日
ま
て
は

大
企
業
二
分
の
．

一、
中
小
企
業

四
分
の
一＿＿
）
最
高
二
百
円
分
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
規
学
卒
者
な
と
は

一
人
当
た
り
大
企
楽
二
千
九
百

円
、
中
小
介
業
己
下
二
百
円
か

支
給
さ
れ
ま
す
。

Q

6

 

助
成
金
の
申
請
手
続
き
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

A
 

①
従
来
の
生
産
状
況
の
概
要

と
披
災
に
よ
る
生
産
の
落
ち
込

み
具
合
を
示
す
書
類
、
②
休
業

期
間
と
対
象
人
員
を
記
し
た
実

施
計
画
書
、
③
労
使
の
休
業
協

定
屯
口
な
ど
の
所
定
の
様
式
に
よ

る
提
出
か
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
紆
屋
の
倒
壊
な
ど
で
資
料

が
そ
ろ
わ
な
い
塩
合
な
ど
い
ず
れ

の
場
合
も
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
に
こ
相
談
下
さ
い
。

●
詳
し
く
は
…

神
戸
公
共
職
楽
安
定
所

6
3
9
3
.
1
0
7
]
 

灘
公
共
職
業
安
定
所

6
2
9
1
.
8
6
0
9
 

ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
ま
で
。

本
所
産
業
部

（

鍛

治

町

明

子
、~―/
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＇“曰譴春は
をや
迎 二
ぇ ヵ

食の町＇＇南京町”が元気いっぱい

た
が
、
い
つ
も
の
神
戸
で
は
爆

竹
の
音
と
と
も
に
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
一
足
早
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
は
ず
だ
っ
た
。
南
京
町
「
春

節
祭
」
は
、
例
年
旧
正
月
に
併

せ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年

は
一
月
―
―-
+
―
日
の
書
で
あ
っ

た
が
、
大
震
災
の
た
め
店
舗
・

楼
門
な
ど
も
大
き
な
被
害
を
受

け
、
祭
り
は
中
止
さ
れ
た
。

し
か
し
、
お
互
い
の
安
否
を

確
認
し
た
後
、
組
合
で
は
、

「
こ
ん
な
事
で
負
け
ら
れ
へ
ん
。

南
京
町
は
食
の
町
や
。
あ
る
も

ん
出
し
お
う
て
料
理
を
作
ろ
う

や
な
い
か
／
．
」
と
発
奮
。
商
店

街
と
し
て
の
存
在
意
義
を
発
揮

す
べ
く
早
速
活
動
を
開
始
し
た
。

ま
ず
は

一
月
二
十
二
日
か
ら
、

炊
き
出
し
を
始
め
る
と
と
も
に
、

春
節
祭
に
代
わ
る
催
し
を
検
討
。

負
け
ら
れ
へ
ん
で

i
 

パ
ワ
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「
生
一
本
」
で
知
ら
れ
る
灘

五
郷
は
日
本
酒
の
生
産
量
第
一

位
、
全
国
で
約
三

0
％
の
生
産

量
を
占
め
る
。
そ
の
灘
五
郷
も

今
回
の
阪
神
大
震
災
で
大
き
な

打
撃
を
受
け
た
。

昔
な
が
ら
の
木
造
の
酒
蔵
や

貯
蔵
庫
の
多
く
が
全
壊
し
、
機

械
設
備
な
ど
も
損
傷
。
ま
た
、

冬
場
の
仕
込
み
の
時
期
に
当
た
っ

て
い
た
た
め
、
貯
蔵
タ
ン
ク
の

漏
れ
や
も
ろ
み
の
腐
敗
、
瓶
詰

製
品
の
破
損
な
ど
、
被
害
は
大

き
い
。神

戸
市
内
の
酒
造
メ
ー
カ
ー

の
う
ち
約
三
十
社
が
加
盟
す
る

灘
五
郷
酒
造
組
合
で
は
、

三
百

年
の
伝
統
と
第
二
次
世
界
大
戦

か
ら
も
立
ち
直
っ
た
実
績
を
踏

ま
え
、
復
興
し
て
い
こ
う
と
、

上
水
道
・
専
用
水
道
の
早
期
復

旧
を
は
じ
め
、
金
融
支
援
措
置

や
税
制
上
の
減
免
措
鷹
・
酒
税

法
の
弾
力
的
な
運
用
を
求
め
て

国
、
県
、
市
な
ど
へ
緊
急
に
要

望
し
、
灘
の
酒
の
復
興
に
全
力

を
注
い
で
い
る
。

現
在
、
酒
づ
く
り
に
か
か
せ

な
い
水
の
供
給
が
断
た
れ
て
い

る
た
め
、
仕
込
み
の
作
業
が
再

開
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、

無
事
で
あ
っ
た
商
品
を
出
荷
す

る
な
ど
、
徐
々
に
再
開
の
動
き

も
で
て
き
た
。

「
地
震
後
最
初
の
瓶
詰
し
た

酒
が
で
き
た
と
き
は
感
極
ま
る

も
の
が
あ
っ
た
。
あ
た
た
か
い

酒
で
社
長
以
下
全
員
で
乾
杯
し

た
」
と
再
開
を
喜
ぶ
の
は
、
東

灘
区
に
あ
る
櫻
正
宗
（
株
）
の
橋

：、疇璽こ
櫻正宗は復典に向けて立ち上がった

震
災
後
、
常
に
温
か
な
料
罪

を
提
供
し
て
き
た
南
京
町
に
対

し
、
「
美
味
し
い
料
理
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
中
華
街
な
ら
で

は
の
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
が
好

き
。
こ
こ
に
来
る
と
自
然
と
和

ん
で
く
る
」
と
語
る
市
民
も
多

く
、
神
戸
を
支
え
る
商
店
街
と

し
て
の
期
待
は
大
き
い
。
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ノ

ー

ス

ス

の

計

七

、

ス

が

暫

定

早

期

回

復

、

②

耐

震

性

の

強

～

[

今

回

の

震

災

に

よ

り

、

内

十

l

一

外

の

物

流

拠

点

で

あ

る

神

戸

旅

客

用

利

用

に

供

さ

れ

る

。

化
（
防
災
性
の
強
化
）
、
③
，

市
街
地
復
興
と
の
連
携
、
④
一

一
港
が
大
規
模
な
被
害
を
受
け
、
二
十
ニ
バ
ー
ス
中
士
＿一
ハ
ー
ス
③
利
用
状
況

．
震
災
以
降
の
入
港
実
績
は
百
国
際
拠
点
港
湾
と
し
て
の
復

i4
 

了
の
波
紋
か
産
業
界
全
体
に
・
公
社
パ
ー
ス

＂

広

が

っ

て

い

る

。

本

所

で

は

、

貨

物

用

五

十

隻

。

ク

レ

ー

ン

付

コ

ン

興

の

四

点

が

挙

げ

ら
れ
て
い
～~

 

る
。
ま
た
、
復
興
ス
ケ
ジ
ュ

ー
1

i

二
月
三
日
付
で
政
府
、
関
係

――-1
-＿バ
ー
ス
中
十
九
バ
ー
ス
テ
ナ
船
、

R
o
/
R
o
船、

ル
と
し
て
は
「
概
ね

二
年
を
i

：

省

庁

、

港

湾

関

連

機

関

な

と

旅

客

用

在

来

船

が

既

に

入

港

し

て

お

＿

め
ど
に
港
湾
機
能
を
回
復
す
～

-

{
 

一
に
「
阪
神
大
震
災
に
伴
う
神

―――バ

ー

ス

中

一

バ

ー

ス

り

、

復

興

の

兆

し

が

見

え

始

-

き

と

し

て

い

る

。

i
 

来
年
度
の
本
格
復
旧
項
目
一

t

戸
港
の
復
旧
に
関
す
る
緊
急

②

コ

ン

テ

ナ

バ

ー

ス

の

状

況

め

て

い

る

。

-

-

は
次
の
通
り
。

i

[
要
望
」
を
提
出
し
、
神
戸
港

・

公

共

バ

ー

ス

・

定

期

航

路

は

二

十

四

航

路

が

；

け

て

い

る

。

港

湾

機

能

徐

々

に

回

復

．

コ
ノ
テ
ナ
ハ
ス
は
七
年
～

[
の

一
日
も
早
い
復
旧
を
働
き

-

-

-

度

内

に

概

ね

一二
分
の
一

を
一

神

戸

港

の

現

状

と

今

後

の

動

向

本

格

供

用

、

残

り

に

つ

い

～

―

一
時
は
麻
痺
状
態
に
陥

っ

一

一
て
い
た
港
湾
機
能
も
そ
の
後

零

-
~
 

て
も
早
期
供
用

・
フ
ェ
リ
ー
バ
ー
ス
の
七
バ
ー
1

一
の
復
旧
活
動
に
よ
り
、
若
実

―-＿
月
末
を
め
ど
に
摩
耶
埠
再
開
。
（
震
災
前
は

二
百

一

一
に
回
復
に
向
か

っ
て
い
る
。

頭
に

一
バ

ー

ス

を

暫

定

供

航

路

）

ス

は

七

年

度

前

半

ま

で

に

一

二

芦

港
の
現
在
（
一二
月
七
日
）

用
し
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
【
復
興
に
向
け
て
（
本
格
復
旧
）
】
四
ハ
ー
ス
を
本
格
供
用
し
、
一9

 

ド
、
六
甲
ァ
イ
ラ
ン
ド
で
運
輸
省
発
表

「
兵

庫

県

南

部

七

年

度

内

に

残

り

三
バ
ー

i

t
 [

の
復
旧
状
況
は
次
の
通
り
。

～
 

一

【

緊

急

・

応

急

復

旧

】

も

暫

定

供

用

を

開

始

す

る

。

地

震

に

よ

り

被

災

し

た

神
戸
港

ス

も

供

用

一

本
取
締
役
。
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可

能

バ

ー

ス

・

公

社

バ

ー

ス

の

復

興

の

基

本

的

考

え

方

（

第

．

そ

の

他

の

岸

壁

は

、

七

年

1

木
造
の
酒
蔵
が
全
壊
し
た
同
，

~
 

-

人

ム

共

バ

ー

ス

六

月

末

迄

に

ポ

ー

ト

ア

イ

一

次

）

」

に

よ

る

と

、

港

の

復

度

内

に

概

ね

五

割

を

本

格

-

社
で
は
、
昨
年
完
成
し
た
鉄
筋

t

-

i

貨

物

用

ラ

ン

ド

に

三
バ
ー
ス
、
六
興
を
進
め
て
い
く
上
で
の
基
本
供
用
し
、
残
り
に
つ
い
て
～

の
四
季
醸
造
蔵
は
被
害
を
ま
ぬ

5

~
 

百
ニ
ト

八

バ

ー

ス

中

七

甲

ア

イ

ラ

ン

ド

に

四

ハ

ー

的

考

予

方

と

し

て

、

①

磯

能

の

も

早

期

に

供

用

～

が
れ
た
。
し
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し
、
電
気
の
復
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ラ
イ
ン
や
自
動
出
荷
倉
庫
に
あ
っ
き
た
。

「
歴

史

の

重

み

が

従

業

が

で

き

た

の

で

あ

る

。

た

瓶

詰

製

品

の

被

害

状

況

の

確

員

の

結

束

力

を

さ

ら

に

強

め

た

。

こ

の

市

場

の

商

圏

と

さ

れ

る

認

が

で

き

ず

と

て

も

心

配

だ

っ

復

旧

は

待

っ

て

い

る

だ

け

で

は

地

域

、
特
に
山
陽
電
車
の
南
側

た
」
と

語

る

。

だ

め

。

木

造

の

蔵

が

な

く

な

っ

の
被
害
は
ひ
ど
か
っ
た
。

と

こ

ろ

が

、

電

気

復

旧

後

、

た

今

、

今

後

は

季

節

を

問

わ

ず

顔

見

知

り

の

顧

客

の

家

が

軒

日

夜

に

及

ぶ

従

業

員

の

懸

命

な

酒

が

造

れ

る

こ

の

鉄

筋

の

四

季

並

み

倒

れ

る

と

い

う

惨

状

に

機
械
設
備
の
点
検
の
お
か
げ
で
、
醸
造
蔵
を
十
二
分
に
生
か
し
て

「
あ
の
お
客
さ
ん
は
大
丈
夫
だ
っ

予
想
以
上
に
早
く
二
月

七

日

か

頑

張

り

た

い

」

（

角

野

営

業

部

た

ろ

う

か

」
と
そ
の
安
否
を
気

ら

井

戸

水

を

使

っ

た

瓶

詰

作

業

業

務

担

当

部

長

）

と

復

興

へ

の

遣

っ

て

い

た

と

こ

ろ

、

再

開

の

や

出

荷

を

再

開

す

る

こ

と

が

で

意

気

を

み

せ

て

い

た

。

日

に

あ

の

顔

、

こ

の

顔

の

お

客

さ
ん
が
買
い
物
に
こ
ら
れ
て
い
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一
月
一二
十
一
日
に
は
広
場
い
っ
復
興
に
向
け
て
の
活
動
に
力
を

る
で
は
な
い
か
。

ば
い
に
屋
台
村
を
開
き
、
鍋
か
注
い
で
い
る
。
「
復
興
後
の
南

ほ
と
ば
し
る
よ
う
に
い
た
わ

ら
沸
き
上
が
る
蒸
気
と
料
理
人
京
町
は
、
今
ま
で
よ
り
も
。
ハ
ワ
ー

り
と
喜
び
の
言
葉
が
あ
ふ
れ
る
。

の
熱
気
が
あ
ふ
れ
る
中
、
訪
れ
ァ
ソ
プ
し
た
町
に
し
た
い
。
震

そ
し
て

「
こ
の
市
場
で
、
ま
た

る
市
民
に
餃
子
・
ラ
ー
メ
ン
な
災
に
も
負
け
な
か
っ
た
組
合
員

買
い
物
し
な
い
と
生
き
て
い
る

ど
約
―
―一
千
食
を
振
る
舞
っ
た
。
の
結
束
力
で
、
で
き
れ
ば
今
秋

気
が
せ
え
へ
ん
」
と
の
声
が
飛

び
交
う
。

二
月
初
め
に
水
道
、

＿―
-
月
初
に
は
盛
大
な
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト

め
に
は
ガ
ス
も
復
旧
し
た
た
め
、

を
実
施
し
た
い
」
と
や
る
気
満
々

屋
台
村
は
解
散
、

各
店
と
も
従
で
あ
る
。

来
の
店
舗
に
て
営
業
を
再
開
し

た
が
、
店
舗
や
楼
門
、
舗
道
、

石
像
な
ど
の
修
繕
や
料
理
内
容

の
再
検
討
な
ど
も
含
め
、
南
京

町
の
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題

も
多
い
。
し
か
し
、
青
年
部
を

中
心
に
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
課

題
を
乗
り
越
え
て
き
た
南
京
町

で
は
、
持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
行
動
力
を
発
揮
し
、
現
在

,~ 
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ド
も
び
く
と
も
せ
ず
、

二
月
六

日
全
八
十
九
店
舗
の
う
ち
六
十

七
店
が
営
業
を
再
開
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
の
足
取
り
は
決
し
て

平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
市
場
構

成
員
の
中
に
は
、
自
宅
が
全
壊
、

家
族
の
不
幸
に
あ

っ
た
人
も
多

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「と
も
か
く
、

一
刻
も
早
く

店
開
き
を
し
よ
う
。
そ
れ
が
震

災
に
打
ち
沈
む
こ

の
地
域
の
人
々
を

鼓
舞
す
る
最
良
の

方
法
だ
」
と
各
市

場
の
理
事
長
を
中

心
に
団
結
。

一
月

二
十
―
――
日
電
気
が

つ
く
。

―-
＋
八
日

に
は
待
望
の
水
が

出
た
。
そ
し
て
、

二
月
六
口
の
ガ
ス

復
旧
に
合
わ
せ
て

全
店
舗
の
再
開
に

こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
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にぎわいを取りもとした板宿市場

地
域
復
興
の

一
番
旗
手

も
と
も
と
神
戸
市
内
の
有
数

の
市
場
だ
っ
た
。

そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
被
害
に
あ

わ
ず
、
従
来
に
も
増
し
て
の
農

富
な
品
ぞ
ろ
え
と
ロ
ー
プ
ラ
イ

ス
で
毎
日
の
来
場
客
は

二
万
人

を
数
え
る
。

震
災
後
の
地
域
復
興
の
一
番

旗
手
と
し
て
、
今
曰
も
い
き
い

き
と
し
た
お
客
さ
ん
と
の
ヤ
リ

ト
リ
の
声
が
響
く
。

被災された方々に心より

お見

ヽ


